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(57)【要約】
【課題】センシング及び補償の信頼性を大きく高める。
【解決手段】表示パネル、第１の入力端子に連結された
センシングラインを介してピクセルから受信された電流
と第２の入力端子に連結された基準電圧ラインを介して
基準電圧の供給を受け、第１の入力端子を介して流れる
電流の経路と第２の入力端子を介して印加された基準電
圧が供給される基準電圧の経路とをスワッピングする電
流積分器、電流積分器の第１の出力電圧をサンプリング
する第１のサンプル及びホルダと、第１の出力電圧に続
いて出力される電流積分器の第２の出力電圧をサンプリ
ングする第２のサンプル及びホルダとを備え、第１及び
第２のサンプル及びホルダの各々にサンプリングされた
電圧を単一出力チャネルを介して同時に出力するサンプ
リング部及びサンプリング部の単一出力チャネルから受
信された電圧をデジタルセンシング値に変換した後、出
力するアナログデジタル変換器を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ピクセルに連結されたセンシングラインを備える表示パネルと、
　第１の入力端子に連結された前記センシングラインを介して前記ピクセルから受信され
た電流と第２の入力端子に連結された基準電圧ラインを介して基準電圧の供給を受け、前
記第１の入力端子を介して印加された前記電流が流れる電流の経路と前記第２の入力端子
を介して印加された前記基準電圧が供給される基準電圧の経路とをスワッピングする電流
積分器と、
　前記電流積分器の第１の出力電圧をサンプリングする第１のサンプル及びホルダと、前
記第１の出力電圧に続いて出力される前記電流積分器の第２の出力電圧をサンプリングす
る第２のサンプル及びホルダとを備え、前記第１及び第２のサンプル及びホルダの各々に
サンプリングされた電圧を単一出力チャネルを介して同時に出力するサンプリング部と、
　前記サンプリング部の単一出力チャネルから受信された電圧をデジタルセンシング値に
変換した後、出力するアナログデジタル変換器（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ、ＡＤＣ）と、
を備える有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記電流積分器は、
　前記第１の入力端子、前記第２の入力端子、及び前記第１の出力電圧または前記第２の
出力電圧を出力する出力端子を備える増幅器ＡＭＰと、
　前記増幅器ＡＭＰの第１の入力端子と出力端子との間に接続された積分キャパシタと、
前記積分キャパシタの両端に接続されたリセットスイッチと、
を備える請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記第１の入力端子は、前記センシングラインに連結される第１の外部入力端子と、前
記第１の外部入力端子に連結される第１の内部入力端子とを備え、
　前記第２の入力端子は、前記基準ラインと連結される第２の外部入力端子と、前記第２
の外部入力端子に連結される第２の内部入力端子とを備え、
　前記第１の外部入力端子と前記第１の内部入力端子との間、及び前記第２の外部入力端
子と前記第２の内部入力端子との間に配置されて、前記電流の経路と前記基準電圧の経路
とをスワッピングするスワッピング部が配置される請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記スワッピング部は、
　前記増幅器で第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第１の出力電圧が出力される
ように動作する第１のスワップスイッチと、
　前記増幅器で前記第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値と反対極性を有する第２のオフセッ
トＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第２の出力電圧が出力されるように動作する第２のスワップ
スイッチと、
備える請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１のスワップスイッチは、前記第１の外部入力端子と前記第１の内部入力端子と
に連結される第１１のスワップスイッチと、前記第２の外部入力端子と前記第２の内部入
力端子とに連結される第１２のスワップスイッチとを備え、
　前記第２のスワップスイッチは、前記第２の外部入力端子と前記第１の内部入力端子と
に連結される第２１のスワップスイッチと、前記第１の外部入力端子と前記第２の内部入
力端子とに連結される第２２のスワップスイッチとを備え、
　前記第１１のスワップスイッチの一端と前記第２２のスワップスイッチの一端とが共通
連結され、前記第１２のスワップスイッチの一端と前記第２１のスワップスイッチの一端
とが共通連結される請求項３に記載の有機発光表示装置。
【請求項６】
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　前記第１のサンプル及びホルダは、前記電流積分器から出力される前記第１の出力電圧
を保存する第１の平均キャパシタと、前記電流積分器と前記第１の平均キャパシタとの間
に接続されて、前記第１の出力電圧が前記第１の平均キャパシタに保存されるように制御
する第１のサンプルスイッチと、前記第１の平均キャパシタと前記アナログデジタル変換
器との間に接続されて、前記第１の平均キャパシタに保存された前記第１の出力電圧を前
記単一出力チャネルを介して出力するように制御する第１のホールディングスイッチとを
備え、
　前記第２のサンプル及びホルダは、前記電流積分器から出力される前記第２の出力電圧
を保存する第２の平均キャパシタと、前記電流積分器と前記第２の平均キャパシタとの間
に接続されて、前記第２の出力電圧が前記第２の平均キャパシタに保存されるように制御
する第２のサンプルスイッチと、前記第２の平均キャパシタと前記アナログデジタル変換
器との間に接続されて、前記第２の平均キャパシタに保存された前記第２の出力電圧を前
記単一出力チャネルを介して出力するように制御する第２のホールディングスイッチとを
備える請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第１のサンプルスイッチは、前記第１のスワップスイッチに同期して前記電流積分
器から出力される前記第１の出力電圧を前記第１の平均キャパシタに保存し、前記第２の
サンプルスイッチは、前記第２のスワップスイッチに同期して前記電流積分器から出力さ
れる前記第２の出力電圧を前記第２の平均キャパシタに保存する請求項６に記載の有機発
光表示装置。
【請求項８】
　前記第１のホールディングスイッチと前記第２のホールディングスイッチとは、同時に
ターンオンされて、前記第１の出力電圧と前記第２の出力電圧とを前記単一出力チャネル
を介して同時に出力する請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　第１の入力端子、第２の入力端子、及び出力電圧を出力する出力端子を備える増幅器Ａ
ＭＰと、
　前記増幅器ＡＭＰの前記第１の入力端子と出力端子との間に接続された積分キャパシタ
と、
　前記積分キャパシタの両端に接続されたリセットスイッチと、
を備える電流積分器において、
　前記増幅器は、前記第１の入力端子を介してピクセルから受信された電流と、前記第２
の入力端子を介して基準電圧の供給を受け、前記第１の入力端子を介して印加された前記
電流が流れる電流の経路と前記第２の入力端子を介して印加された前記基準電圧が供給さ
れる基準電圧の経路とをスワッピングするスワッピング部と、
を備える電流積分器。
【請求項１０】
　前記第１の入力端子は、前記ピクセルに配置されるセンシングラインに連結される第１
の外部入力端子と、前記第１の外部入力端子に連結される第１の内部入力端子とを備え、
　前記第２の入力端子は、前記基準電圧が供給される基準ラインと連結される第２の外部
入力端子と、前記第２の外部入力端子に連結される第２の内部入力端子とを備え、
　前記スワッピング部は、前記第１の外部入力端子と前記第１の内部入力端子との間、及
び前記第２の外部入力端子と前記第２の内部入力端子との間に配置されて、前記電流の経
路と前記基準電圧の経路とをスワッピングして配置される請求項９に記載の電流積分器。
【請求項１１】
　前記スワッピング部は、
　前記増幅器で第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第１の出力電圧が出力される
ように動作する第１のスワップスイッチと、
　前記増幅器で前記第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値と反対極性を有する第２のオフセッ
トＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第２の出力電圧が出力されるように動作する第２のスワップ
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スイッチと、
を備える請求項１０に記載の電流積分器。
【請求項１２】
　前記第１のスワップスイッチは、前記第１の外部入力端子と前記第１の内部入力端子と
に連結される第１１のスワップスイッチと、前記第２の外部入力端子と前記第２の内部入
力端子とに連結される第１２のスワップスイッチとを備え、
　前記第２のスワップスイッチは、前記第２の外部入力端子と前記第１の内部入力端子と
に連結される第２１のスワップスイッチと、前記第１の外部入力端子と前記第２の内部入
力端子とに連結される第２２のスワップスイッチとを備え、
　前記第１１のスワップスイッチの一端と前記第２２のスワップスイッチの一端とが共通
連結され、前記第１２のスワップスイッチの一端と前記第２１のスワップスイッチの一端
とが共通連結される請求項１０に記載の電流積分器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電流積分器とこれを含む有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックスタイプの有機発光表示装置は、自ら発光する有機発光ダイオー
ド（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：以下、「ＯＬＥＤ」
とする）を備え、応答速度が速く、発光効率、輝度、及び視野角が大きいという長所があ
る。
【０００３】
　自発光素子であるＯＬＥＤは、アノード電極及びカソード電極と、これらの間に形成さ
れた有機化合物層（ＨＩＬ、ＨＴＬ、ＥＭＬ、ＥＴＬ、ＥＩＬ）を備える。有機化合物層
は、正孔注入層（Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ、ＨＩＬ）、正孔輸送層（
Ｈｏｌｅ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｌａｙｅｒ、ＨＴＬ）、発光層（Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　ｌ
ａｙｅｒ、ＥＭＬ）、電子輸送層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｌａｙｅｒ
、ＥＴＬ）、及び電子注入層（Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　ｌａｙｅｒ、Ｅ
ＩＬ）からなる。アノード電極とカソード電極とに駆動電圧が印加されれば、正孔輸送層
ＨＴＬを通過した正孔と電子輸送層ＥＴＬを通過した電子とが発光層ＥＭＬに移動されて
励起子を形成し、その結果、発光層ＥＭＬが可視光を発生する。
【０００４】
　有機発光表示装置は、ＯＬＥＤを各々含むピクセルをマトリックス形態で配列し、ビデ
オデータの階調によってピクセルの輝度を調節する。ピクセルの各々は、自分のゲート電
極とソース電極との間にかかる電圧ＶｇｓによってＯＬＥＤに流れる駆動電流を制御する
駆動素子、すなわち、駆動ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を備え
る。しきい電圧、移動度などのような駆動ＴＦＴの電気的特性は、駆動時間の経過によっ
て劣化されてピクセル毎に偏差が生じ得る。駆動ＴＦＴの電気的特性がピクセル毎に変わ
ると、同一ビデオデータに対してピクセル間の輝度が変わるので、所望の画像実現が難し
い。
【０００５】
　駆動ＴＦＴの電気的特性偏差を補償するために、内部補償方式と外部補償方式とが知ら
れている。内部補償方式は、駆動ＴＦＴ間のしきい電圧偏差を画素回路内部で自動に補償
する。内部補償のためには、ＯＬＥＤに流れる駆動電流が駆動ＴＦＴのしきい電圧に関係
なく決定されるようにしなければならないので、画素回路の構成が非常に複雑である。さ
らに、内部補償方式は、駆動ＴＦＴ間の移動度偏差を補償するには適合していない。
【０００６】
　外部補償方式は、駆動ＴＦＴの電気的特性（しきい電圧、移動度）に対応するセンシン
グ電圧及び電流を測定し、このセンシング電圧に基づいて表示パネルに連結された外部回
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路でビデオデータを変調することにより、電気的特性偏差を補償する。最近、このような
外部補償方式に対する研究が活発に進まれている。
【０００７】
　従来の外部補償方式において、データ駆動回路は、センシングラインを介して各ピクセ
ルからセンシング電圧を直接受信し、このセンシング電圧をデジタルセンシング値に変換
した後、タイミングコントローラに送信する。タイミングコントローラは、デジタルセン
シング値に基づいてデジタルビデオデータを変調し、駆動ＴＦＴの電気的特性偏差を補償
する。
【０００８】
　駆動ＴＦＴは、電流素子であるので、その電気的特性は、一定ゲート－ソース間電圧Ｖ
ｇｓによってドレイン－ソース間に流れる電流Ｉｄｓの大きさに代弁される。
【０００９】
　外部補償方式のデータ駆動回路は、駆動ＴＦＴの電気的特性をセンシングするセンシン
グ部を備える。センシング部は、増幅器（Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ、ＡＭＰ）、積分キャパシ
タＣｆｂ、及びスイッチＳＷで構成される積分器を備える。積分器は、駆動ＴＦＴのソー
ス－ドレイン間電流Ｉｄｓを受信する反転入力端子（－）、基準電圧Ｖｒｅｆを受信する
非反転入力端子（＋）、積分値を出力する出力端子を備える増幅器ＡＭＰと、増幅器ＡＭ
Ｐの反転入力端子（－）と出力端子との間に接続された積分キャパシタＣｆｂと、積分キ
ャパシタＣｆｂの両端に接続されたスイッチＳＷとを備える。
【００１０】
　複数のセンシングラインに対応して配置されるそれぞれの増幅器ＡＭＰは、オフセット
Ｏｆｆｓｅｔ値を含み、増幅器ＡＭＰの出力端子を介して出力される積分値には、増幅器
ＡＭＰのオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれる。増幅器ＡＭＰのオフセットＯｆｆｓｅｔ
値は、図１に示すように、それぞれの増幅器ＡＭＰ毎に互いに異なる。図１に示された水
平方向は、複数の増幅器ＡＭＰの各々に電気的に連結される複数のセンシングラインの個
数を表し、垂直方向は、センシングライン別に出力される積分値を基準としてセンシング
されるセンシング値を表す。
【００１１】
　このように、増幅器ＡＭＰは、互いに異なるオフセットＯｆｆｓｅｔ値を有するので、
実質的に同じ電流がそれぞれの増幅器ＡＭＰの入力端子に入力されても、出力端子を介し
て出力される積分値がオフセットＯｆｆｓｅｔ値により変わる。積分値は、互いに異なる
増幅器ＡＭＰのオフセットＯｆｆｓｅｔ値によって広い散布を有する。図２に示すように
、積分値が広い散布を有するので、正確なセンシング値を抽出するのに困難がある。図２
に示された水平方向は、センシング値を表したものであり、垂直方向は、複数のセンシン
グライン別に出力されるオフセットＯｆｆｓｅｔ値を表したものである。
【００１２】
　センシング値は、－５０と＋５０を中心として散布が広く分布される。このように広く
分布する散布を有するセンシング値でピクセルの電気的特性偏差を補償する場合、ピクセ
ルの補償の際、補償特性に問題が生じ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、電流積分器間のオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補償することにより、さ
らに正確なセンシング値をセンシングし、正確なセンシング値でパネルを補償でき、セン
シング及び補償の信頼性を大きく高めることを課題とする。
【００１４】
　また、本発明は、駆動素子の電気的特性偏差をセンシングする際、電流積分器を用いた
電流センシング方式によって低電流及び高速センシングを実現してセンシング時間を大幅
に減らすことを課題をとする。
【課題を解決するための手段】



(6) JP 2019-82701 A 2019.5.30

10

20

30

40

50

【００１５】
　本発明は、ピクセルに連結されたセンシングラインを備える表示パネル、第１の入力端
子に連結されたセンシングラインを介してピクセルから受信された電流と第２の入力端子
に連結された基準電圧ラインを介して基準電圧の供給を受け、第１の入力端子を介して印
加された電流が流れる電流の経路と第２の入力端子を介して印加された基準電圧が供給さ
れる基準電圧の経路とをスワッピングする電流積分器、電流積分器の第１の出力電圧をサ
ンプリングする第１のサンプル及びホルダと、第１の出力電圧に続いて出力される電流積
分器の第２の出力電圧をサンプリングする第２のサンプル及びホルダとを備え、第１及び
第２のサンプル及びホルダの各々にサンプリングされた電圧を単一出力チャネルを介して
同時に出力するサンプリング部及びサンプリング部の単一出力チャネルから受信された電
圧をデジタルセンシング値に変換した後、出力するアナログデジタル変換器（Ａｎａｌｏ
ｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ、ＡＤＣ）とを備える。
【００１６】
　他の側面において、本発明は、第１の入力端子、第２の入力端子、及び出力電圧を出力
する出力端子を備える増幅器ＡＭＰ、増幅器ＡＭＰの第１の入力端子と出力端子との間に
接続された積分キャパシタ及び積分キャパシタの両端に接続されたリセットスイッチを備
える電流積分器において、増幅器は、第１の入力端子を介してピクセルから受信された電
流と、第２の入力端子を介して基準電圧の供給を受け、第１の入力端子を介して印加され
た電流が流れる電流の経路と、第２の入力端子を介して印加された基準電圧が供給される
基準電圧の経路とをスワッピングするスワッピング部とを備える。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、電流積分器間のオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補償することにより、さ
らに正確なセンシング値をセンシングし、正確なセンシング値でパネルを補償でき、セン
シング及び補償の信頼性を大きく高めることができる。
【００１８】
　さらに、本発明は、駆動素子の電気的特性偏差をセンシングするにあって、電流積分器
を用いた電流センシング方式によって低電流及び高速センシングを実現してセンシング時
間を大幅に減らすことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来の電流積分器の各々から出力される様々なオフセットＯｆｆｓｅｔ値を示す
図である。
【図２】従来の電流積分器から出力されるオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた出力電圧
が広く散布されることを示す図である。
【図３】本発明の電流センシングを実現するための主な構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置を示す図である。
【図５】図４の表示パネルに形成されたピクセルアレイと、電流センシング方式を実現す
るためのデータドライバＩＣの構成を示す図である。
【図６】電流センシング方式を実現するためのデータドライバＩＣでセンシングブロック
に内蔵されたスワッピング部とサンプリング部とを示す図である。
【図７ａ】本発明の電流センシング方式が適用される１つのピクセル構成と、そのピクセ
ルに連結された電流積分器及びサンプリング部の細部構成を示す図である。
【図７ｂ】本発明の増幅器の細部構成を示す図である。
【図８】電流センシングのために、図７に印加される駆動信号の波形と、電流センシング
結果に応じる出力電圧を示す図である。
【図９】第１のステートモードで動作するスワッピング部と、それによる出力電圧を示す
図である。
【図１０】第２のステートモードで動作するスワッピング部と、それによる出力電圧を示
す図である。
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【図１１】本発明の電流積分器から出力されるオフセットＯｆｆｓｅｔ値を示す図である
。
【図１２】本発明の電流積分器から出力されるオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた出力
電圧が平均化されて出力されることを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図３～図１０を参照して、本発明の好ましい実施形態について説明する。
【００２１】
　図３は、本発明の電流センシングを実現するための主な構成を示すブロック図である。
　
【００２２】
　図３に示すように、本発明は、センシングブロック（ＳＢ）１２ａ、サンプリング部（
ＳＨ）１２ｂ、及びアナログデジタル変換器（Ａｎａｌｏｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃ
ｏｎｖｅｒｓｉｏｎ、以下、ＡＤＣとして説明する。）をデータドライバＩＣ（ＳＤＩＣ
）１２に含め、表示パネル１０のピクセルから電流情報をセンシングする。
【００２３】
　センシングブロック（ＳＢ）１２ａは、複数の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１と、複数の
電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の内部に配置される増幅器ＡＭＰとを備えて表示パネル１０
から入力される電流情報を積分する。増幅器ＡＭＰの内部には、スワッピング部１２ａ２
が配置され、スワッピング部１２ａ２を介してセンシングブロック（ＳＢ）１２ａから出
力される第１の出力電圧には、第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれ、第２の出力電
圧には、第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれる。サンプリング部（ＳＨ）１２ｂは
、第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値または第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第
１の出力電圧及び第２の出力電圧をサンプリングし、サンプリングされた電圧を単一出力
チャネルを介して同時にＡＤＣ１２Ｃに伝達する。ＡＤＣ１２Ｃは、サンプリング部（Ｓ
Ｈ）１２ｂの単一出力チャネルから受信された電圧をデジタルセンシング値に変換した後
、タイミングコントローラ１１に送信する。タイミングコントローラ１１は、デジタルセ
ンシング値に基づいてしきい電圧偏差と移動度偏差を補償するための補償データを導き出
し、この補償データを用いて画像実現のためのイメージデータを変調した後、データドラ
イバＩＣ（ＳＤＩＣ）１２に送信する。変調されたイメージデータは、データドライバＩ
Ｃ（ＳＤＩＣ）１２で画像実現用データ電圧に変換された後、表示パネルに印加される。
【００２４】
　一方、本発明は、センシングブロック（ＳＢ）１２ａを構成する電流積分器（ＣＩ）１
２ａ１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補正するために、データドライバＩＣ（ＳＤ
ＩＣ）１２内に配置される増幅器ＡＭＰにスワッピング部１２ａ２を内蔵し、スワッピン
グ部１２ａ２を介して第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第１の出力電圧と第２
のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第２の出力電圧とが交互に出力されるようにスワ
ッピングする。
【００２５】
　電流積分器（ＣＩ）１２ａ１は、第１の入力端子を介して印加された電流が流れる電流
の経路と第２の入力端子を介して印加された基準電圧が供給される基準電圧の経路とをス
ワッピングする。そして、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の出力端子は、第１のオフセット
Ｏｆｆｓｅｔ値が含まれた第１の出力電圧と第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた
第２の出力電圧とを出力する。サンプリング部（ＳＨ）１２ｂは、出力された第１の出力
電圧と第２の出力電圧を順次保存する。
【００２６】
　本発明は、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１を用いた電流センシング方式を介して低電流及
び高速センシングを実現してセンシング時間を大幅に減らすことができる。さらに、本発
明は、センシングブロックに内蔵された増幅器ＡＭＰとサンプリング部（ＳＨ）１２ｂを
介して電流積分器（ＣＩ）１２ａ１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補正でき、補償
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の正確度を大きく高めることができる。以下では、このような本発明の技術的思想を実施
形態によって具体的に説明する。
【００２７】
　図４は、本発明の実施形態に係る有機発光表示装置を示す。図５は、図４の表示パネル
に形成されたピクセルアレイと、電流センシング方式を実現するためのデータドライバＩ
Ｃの構成を示す。そして、図６は、電流センシング方式を実現するためのデータドライバ
ＩＣでセンシングブロック（ＳＢ）１２ａに内蔵された増幅器ＡＭＰとサンプリング部（
ＳＨ）１２ｂを示す。
【００２８】
　図４～図６に示すように、本発明の実施形態に係る有機発光表示装置は、表示パネル１
０、タイミングコントローラ１１、データ駆動回路１２及びゲート駆動回路１３を備える
。
【００２９】
　表示パネル１０には、複数のデータライン及びセンシングライン１４Ａ、１４Ｂと、複
数のゲートライン１５が交差され、この交差領域毎にピクセルＰがマトリックス形態で配
置される。
【００３０】
　各ピクセルＰは、データライン１４Ａのうち、いずれか１つ、センシングライン１４Ｂ
のうち、いずれか１つ、そして、ゲートライン１５のうち、いずれか１つに接続される。
各ピクセルＰは、ゲートライン１５を介して入力されるゲートパルスに応答して、データ
電圧供給ライン１４Ａと電気的に連結されてデータ電圧供給ライン１４Ａからデータ電圧
を受信し、センシングライン１４Ｂを介してセンシング信号を出力する。
【００３１】
　ピクセルＰの各々は、図示していない電源生成部から高電位駆動電圧ＥＶＤＤと低電位
駆動電圧ＥＶＳＳとの供給を受ける。本発明のピクセルＰは、外部補償のために、ＯＬＥ
Ｄ、駆動ＴＦＴ、第１及び第２のスイッチＴＦＴ、及びストレージキャパシタを備えるこ
とができる。ピクセルＰを構成するＴＦＴは、ｐタイプで実現されるか、またはｎタイプ
で実現されることができる。また、ピクセルＰを構成するＴＦＴの半導体層は、アモルフ
ァスシリコン、またはポリシリコン、あるいは酸化物を含むことができる。
【００３２】
　ピクセルＰの各々は、画像実現のためのノーマル（ｎｏｒｍａｌ）駆動時と、センシン
グ値取得のためのセンシング（ｓｅｎｓｉｎｇ）駆動時に互いに異なるように動作するこ
とができる。センシング（ｓｅｎｓｉｎｇ）駆動は、ノーマル駆動に先行して所定時間の
間、センシングを行うか、またはノーマル駆動中の垂直ブランク期間でセンシングを行う
ことができる。
【００３３】
　ノーマル駆動は、タイミングコントローラ１１の制御下にデータ駆動回路１２とゲート
駆動回路１３との駆動動作からなることができる。センシング駆動は、タイミングコント
ローラ１１の制御下にデータ駆動回路１２とゲート駆動回路１３とのセンシング動作から
なることができる。そして、センシング結果に基づいて、偏差補償のための補償データを
導き出す動作と、補償データを用いてデジタルビデオデータを変調する動作とは、タイミ
ングコントローラ１１で行われる。
【００３４】
　データ駆動回路１２は、少なくとも１つ以上のデータドライバＩＣ（Ｉｎｔｅｒｇｒａ
ｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、ＳＤＩＣ）を備える。データドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）には、
各データライン１４Ａに連結された複数のデジタル－アナログコンバータ（以下、ＤＡＣ
）等と、センシングチャネルＣＨ１～ＣＨｎを介してセンシングライン１４Ｂに連結され
たセンシングブロック（ＳＢ）１２ａと、電流積分器の出力電圧をサンプリングするサン
プル及びホルダとを備え、複数のサンプル及びホルダの各々にサンプリングされた電圧を
単一出力チャネルを介して同時に出力するサンプリング部（ＳＨ）１２ｂ及びサンプリン
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グ部（ＳＨ）１２ｂに連結されたＡＤＣ１２Ｃが備えられる。データドライバＩＣ（ＳＤ
ＩＣ）には、センシングブロック（ＳＢ）１２ａに内蔵されるスワッピング部１２ａ２が
備えられる。
【００３５】
　データドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）のＤＡＣは、ノーマル駆動の際、タイミングコントロ
ーラ１１から印加されるデータタイミング制御信号ＤＤＣに応じてデジタルビデオデータ
ＲＧＢを画像実現用データ電圧に変換してデータライン１４Ａに供給する。一方、データ
ドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）のＤＡＣは、センシング駆動の際、タイミングコントローラ１
１から印加されるデータタイミング制御信号ＤＤＣに応じてセンシング用データ電圧を生
成してデータライン１４Ａに供給する。
【００３６】
　データドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）のセンシングブロック（ＳＢ）１２ａは、第１の入力
端子に連結されたピクセルのセンシングラインを介してピクセルから受信された電流と第
２の入力端子に連結された基準電圧ラインとを介して基準電圧の供給を受け、第１の入力
端子を介して印加された電流が流れる電流の経路と第２の入力端子を介して印加された基
準電圧が供給される基準電圧の経路とをスワッピングする電流積分器を備える。データド
ライバＩＣ（ＳＤＩＣ）のＡＤＣ１２Ｃは、センシングブロック１２ａから出力される出
力電圧を順次デジタル処理してタイミングコントローラ１１に送信する。サンプリング部
１２ｂは、センシングブロック（ＳＢ）１２ａとＡＤＣ１２Ｃとの間に配置されて、電流
積分器（ＣＩ）１２ａ１の第１の出力電圧をサンプリングする第１のサンプル及びホルダ
ＳＨ１と、第１の出力電圧に続いて出力される電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の第２の出力
電圧をサンプリングする第２のサンプル及びホルダＳＨ２とを備え、第１及び第２のサン
プル及びホルダＳＨ１、ＳＨ２の各々にサンプリングされた電圧を単一出力チャネルを介
して同時に出力する。
【００３７】
　データドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）は、増幅器ＡＭＰを備え、増幅器ＡＭＰの内部に配置
されるスワッピング部１２ａ２は、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１のオフセットＯｆｆｓｅ
ｔ値の偏差を補正するためのスワップスイッチＳ１、Ｓ２を備える。サンプリング部１２
ｂは、第１のサンプル及びホルダＳＨ１と、第２のサンプル及びホルダＳＨ２とを備える
。それぞれのサンプル及びホルダは、サンプルスイッチＱ１１～Ｑ１ｎ、平均キャパシタ
Ｃ１～Ｃｎ、及びホールディングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎを備える。
【００３８】
　スワッピング部１２ａ２は、複数のスワップスイッチＳ１、Ｓ２を備える。スワップス
イッチＳ１、Ｓ２は、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１から第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値
が含まれた第１の出力電圧が出力されるようにスイッチングされる第１のスワップスイッ
チＳ１と、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１から第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値と反対極性
を有する第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値とが含まれた第２の出力電圧が出力されるよう
にスイッチングされる第２のスワップスイッチＳ２とを備える。
【００３９】
　サンプリング部１２ｂは、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１から出力される第１の出力電圧
と第２の出力電圧とが平均キャパシタＣ１～Ｃｎに順次保存されるように制御するサンプ
ルスイッチＱ１１～Ｑ１ｎ、第１の出力電圧と第２の出力電圧とを順次保存する平均キャ
パシタＣ１～Ｃｎ、及び平均キャパシタＣ１～Ｃｎに保存されたそれぞれの第１の出力電
圧と第２の出力電圧とを単一出力チャネルを介して同時に出力されるように制御するホー
ルディングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎを備える。
【００４０】
　ゲート駆動回路１３は、ノーマル駆動の際、ゲート制御信号ＧＤＣに基づいて画像表示
用ゲートパルスを生成した後、行順次方式（Ｌ＃１、Ｌ＃２、．．．）でゲートライン１
５に順次供給する。ゲート駆動回路１３は、センシング駆動の際、ゲート制御信号ＧＤＣ
に基づいてセンシング用ゲートパルスを生成した後、行順次方式（Ｌ＃１、Ｌ＃２、．．
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．）でゲートライン１５に順次供給する。センシング用ゲートパルスは、画像表示用ゲー
トパルスに比べてオンパルス区間が広いことがある。センシング用ゲートパルスのオンパ
ルス区間は、１ラインセンシングオンタイムに対応し、ここで、１ラインセンシングオン
タイムとは、１行ピクセルライン（（Ｌ＃１、Ｌ＃２、．．．））のピクセルを同時にセ
ンシングするのに消費されるスキャン時間を意味する。
【００４１】
　タイミングコントローラ１１は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、
ドットクロック信号ＤＣＬＫ、及びデータイネーブル信号ＤＥなどのタイミング信号に基
づいてデータ駆動回路１２の動作タイミングを制御するためのデータ制御信号ＤＤＣと、
ゲート駆動回路１３の動作タイミングを制御するためのゲート制御信号ＧＤＣとを生成す
る。タイミングコントローラ１１は、所定の参照信号（駆動電源イネーブル信号、垂直同
期信号、データイネーブル信号等）に基づいてノーマル駆動とセンシング駆動とを区分し
、各駆動に合うようにデータ制御信号ＤＤＣとゲート制御信号ＧＤＣとを生成する。なお
、タイミングコントローラ１１は、センシング駆動に必要な追加制御信号（スワッピング
部１２ａ２を制御する信号、ＲＳＴ、ＳＡＭ、ＨＯＬＤ等）を生成できる。
【００４２】
　タイミングコントローラ１１は、センシング駆動の際、センシング用データ電圧に対応
するデジタルデータをデータ駆動回路１２に送信できる。タイミングコントローラ１１は
、センシング駆動の際、データ駆動回路１２から送信されるデジタルセンシング値ＳＤを
予め保存された補償アルゴリズムに適用して、しきい電圧偏差ΔＶｔｈと移動度偏差ΔＫ
とを導き出した後、その偏差を補償できる補償データをメモリ（図示せず）に保存する。
タイミングコントローラ１１は、ノーマル駆動の際、メモリ（図示せず）に保存された補
償データを参照して画像実現のためのデジタルビデオデータＲＧＢを変調した後、データ
駆動回路１２に送信する。
【００４３】
　図７ａは、本発明の電流センシング方式が適用される１つのピクセル構成と、そのピク
セルに順次連結された電流積分器及びサンプリング部の細部構成を示し、図７ｂは、本発
明の増幅器の細部構成を示す。そして図８は、電流センシングのために、図７ａに印加さ
れる駆動信号の波形と、電流センシング結果に応じる出力電圧を示す。図９は、第１のス
テートモードで動作するスワッピング部を示し、図１０は、第２のステートモードで動作
するスワッピング部を示す。
【００４４】
　図７ａ～図１０は、電流センシング方式の駆動を理解するための一例示に過ぎない。本
発明の電流センシングが適用されるピクセル構造及びその駆動タイミングは、様々な変形
が可能なので、本発明の技術的思想は、この実施形態に限定されない。
【００４５】
　図７ａ及び図７ｂに示すように、本発明のピクセルＰＩＸは、ＯＬＥＤ、駆動ＴＦＴ（
Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）ＤＴ、ストレージキャパシタＣｓｔ、第１
のスイッチＴＦＴ（ＳＴ１）、及び第２のスイッチＴＦＴ（ＳＴ２）を備えることができ
る。
【００４６】
　ＯＬＥＤは、第２のノードＮ２に接続されたアノード電極と、低電位駆動電圧ＥＶＳＳ
の入力端に接続されたカソード電極と、アノード電極とカソード電極との間に位置する有
機化合物層とを備える。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、ゲート－ソース間電圧ＶｇｓによってＯ
ＬＥＤに入力される電流量を制御する。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、第１のノードＮ１に接続
されたゲート電極、高電位駆動電圧ＥＶＤＤの入力端に接続されたドレイン電極、及び第
２のノードＮ２に接続されたソース電極を備える。ストレージキャパシタＣｓｔは、第１
のノードＮ１と第２のノードＮ２との間に接続される。第１のスイッチＴＦＴ（ＳＴ１）
は、ゲートパルスＳＣＡＮに応答してデータ電圧供給ライン１４Ａ上のデータ電圧Ｖｄａ
ｔａを第１のノードＮ１に印加する。第１のスイッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、ゲートライン
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１５に接続されたゲート電極、データ電圧供給ライン１４Ａに接続されたドレイン電極、
及び第１のノードＮ１に接続されたソース電極を備える。第２のスイッチＴＦＴ（ＳＴ２
）は、ゲートパルスＳＣＡＮに応答して第２のノードＮ２とセンシングライン１４Ｂとの
間の電流の流れをスイッチングする。第２のスイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、ゲートライン
１５に接続されたゲート電極、センシングライン１４Ｂに接続されたドレイン電極、及び
第２のノードＮ２に接続されたソース電極を備える。
【００４７】
　本発明の増幅器ＡＭＰは、スワッピング部１２ａ２を備える。増幅器ＡＭＰは、第１の
入力端子ＩＰ１、第２の入力端子ＩＰ２、及び第１の出力電圧または第２の出力電圧を出
力する出力端子を備える。第１の入力端子ＩＰ１は、センシングライン１４Ｂに連結され
る第１の外部入力端子ＩＰ１１と、第１の外部入力端子ＩＰ１１に連結される第１の内部
入力端子ＩＰ１２とを備え、第２の入力端子ＩＰ２は、基準ラインＶｒｅｆ　Ｌｉｎｅと
連結される第２の外部入力端子ＩＰ２１と、第２の外部入力端子ＩＰ２１に連結される第
２の内部入力端子ＩＰ２２とを備える。
【００４８】
　スワッピング部１２ａ２は、第１の外部入力端子ＩＰ１１と第１の内部入力端子ＩＰ１
２との間、及び第２の外部入力端子ＩＰ２１と第２の内部入力端子ＩＰ２２との間に配置
されて電流の経路と基準電圧の経路とをスワッピングする。スワッピング部１２ａ２は、
電流積分器（ＣＩ）１２ａ１から第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた第１の出力
電圧が出力されるように動作する第１のスワップスイッチＳ１と、電流積分器（ＣＩ）１
２ａ１から第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値と反対極性を有する第２のオフセットＯｆｆ
ｓｅｔ値が含まれた第２の出力電圧が出力されるように動作する第２のスワップスイッチ
Ｓ２とを備える。第１のスワップスイッチＳ１は、一端が第１の外部入力端子ＩＰ１１に
電気的に連結され、他端が第１の内部入力端子ＩＰ１２に電気的に連結される第１１のス
ワップスイッチＳ１１と、一端が第２の外部入力端子ＩＰ２１に電気的に連結され、他端
が第２の内部入力端子ＩＰ２２に電気的に連結される第１２のスワップスイッチＳ１２と
を備える。第２のスワップスイッチＳ２は、一端が第２の外部入力端子ＩＰ２１と第１２
のスワップスイッチＳ１２の一端に電気的に共通連結され、他端が第１１のスワップスイ
ッチＳ１１の他端と第１の内部入力端子ＩＰ２に電気的に連結される第２１のスワップス
イッチＳ２１と、一端が第１の外部入力端子ＩＰ１１と第１１のスワップスイッチＳ１１
との一端に電気的に共通連結され、他端が第１２のスワップスイッチＳ１２の他端と第２
の内部入力端子ＩＰ２２とに電気的に連結される第２２のスワップスイッチＳ２２とを備
える。
【００４９】
　このように構成される増幅器ＡＭＰを含む電流積分器（ＣＩ）１２ａ１は、増幅器ＡＭ
Ｐの第１の入力端子ＩＰ１と出力端子との間に接続された積分キャパシタＣｆｂと、積分
キャパシタＣｆｂの両端に接続されたリセットスイッチＳＷ１とを備える。
【００５０】
　本発明のサンプリング部（ＳＨ）１２ｂは、センシングブロック（ＳＢ）１２ａとＡＤ
Ｃ１２Ｃとの間に配置されて、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の第１の出力電圧をサンプリ
ングする第１のサンプル及びホルダＳＨ１と、第１の出力電圧に続いて出力される電流積
分器（ＣＩ）１２ａ１の第２の出力電圧をサンプリングする第２のサンプル及びホルダＳ
Ｈ２とを備える。
【００５１】
　複数のサンプル及びホルダの各々は、サンプルスイッチＱ１１～Ｑ１ｎ、平均キャパシ
タＣ、及びホールディングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎとを備える。
【００５２】
　第１のサンプル及びホルダＳＨ１ないし第ｎのサンプル及びホルダＳＨｎは、並列に配
置される。サンプルスイッチＱ１１～Ｑ１ｎは、第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第
ｎ（ｎは、２以上の自然数）のサンプルスイッチＱ１ｎを備え、平均キャパシタＣ１～Ｃ
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ｎは、第１の平均キャパシタＣ１ないし第ｎ（ｎは、２以上の自然数）の平均キャパシタ
Ｃｎを備え、ホールディングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎは、第１のホールディングスイッチ
Ｑ２１ないし第ｎ（ｎは、２以上の自然数）のホールディングスイッチＱ２ｎを備える。
【００５３】
　第１のサンプルスイッチＱ１１は、一端が電流積分器ＣＩの出力端子と電気的に連結さ
れ、他端が第１の平均キャパシタＣ１の一端及び第１のホールディングスイッチＱ２１の
一端と電気的に共通連結される。第１の平均キャパシタＣ１は、他端がグラウンド電圧Ｇ
ＮＤと電気的に連結される。第１のホールディングスイッチＱ２１は、他端がＡＤＣ１２
Ｃと電気的に連結される。第２のサンプルスイッチＱ１２は、一端が電流積分器ＣＩの出
力端子及び第１のサンプルスイッチＱ１１の一端と電気的に共通連結され、他端が第２の
平均キャパシタＣ２の一端及び第２のホールディングスイッチＱ２２の一端と電気的に共
通連結される。第２の平均キャパシタＣ２は、他端がグラウンド電圧ＧＮＤと電気的に連
結される。第２のホールディングスイッチＱ２２は、他端がＡＤＣ１２Ｃ及び第１のホー
ルディングスイッチＱ２１の他端と電気的に共通連結される。第３のサンプルスイッチＱ
１３は、一端が電流積分器ＣＩの出力端子、第１のサンプルスイッチＱ１１の一端、及び
第２のサンプルスイッチＱ１２の一端と電気的に共通連結され、他端が第３の平均キャパ
シタＣ３の一端及び第３のホールディングスイッチＱ２３の一端と電気的に共通連結され
る。第３の平均キャパシタＣ３は、他端がグラウンド電圧ＧＮＤと電気的に連結される。
第３のホールディングスイッチＱ２３は、他端がＡＤＣ１２Ｃ、第１のホールディングス
イッチＱ２１の他端、及び第２のホールディングスイッチＱ２２の他端と電気的に共通連
結される。第４のサンプルスイッチＱ１４は、一端が電流積分器ＣＩの出力端子、第１の
サンプルスイッチＱ１１の一端、第２のサンプルスイッチＱ１２の一端、及び第３のサン
プルスイッチＱ１３の一端と電気的に共通連結され、他端が第４の平均キャパシタＣ４の
一端及び第４のホールディングスイッチＱ２４の一端と電気的に共通連結される。第４の
平均キャパシタＣ４は、他端がグラウンド電圧ＧＮＤと電気的に連結される。第４のホー
ルディングスイッチＱ２４は、他端がＡＤＣ１２Ｃ、第１のホールディングスイッチＱ２
１の他端、第２のホールディングスイッチＱ２２の他端、及び第３のホールディングスイ
ッチＱ２３の他端と電気的に共通連結される。
【００５４】
　ここでは、第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第４のサンプルスイッチＱ１４が電流
積分器ＣＩの出力端子と共通連結されることを図示したが、これに限定されるものではな
く、複数の電流積分器ＣＩの出力端子に対応して第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第
４のサンプルスイッチＱ１４の各々が連結されることもできる。また、複数のホールディ
ングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎを図示したが、これに限定されるものではなく、第１の平均
キャパシタＣ１ないし第４の平均キャパシタＣ４の他端等と電気的に共通連結される１つ
のホールディングスイッチＱ２１で連結されることができる。
【００５５】
　図８に示すように、センシング駆動は、初期化期間Ａ、センシング及びサンプリング期
間Ｂと待機期間Ｃとを含んでなる。
【００５６】
　初期化期間ＡでリセットスイッチＳＷ１のターンオン（Ｔｕｒｎ　ｏｎ）によって増幅
器ＡＭＰは、利得が１であるゲインバッファユニットで動作する。初期化期間Ａで増幅器
ＡＭＰの第１及び第２の入力端子ＩＰ１、ＩＰ２と出力端子、センシングライン１４Ｂ、
及び第２のノードＮ２は、全て基準電圧Ｖｒｅｆに初期化される。
【００５７】
　初期化期間Ａ中にデータドライバＩＣ（ＳＤＩＣ）のＤＡＣを介してセンシング用デー
タ電圧Ｖｄａｔａ－ＳＥＮが第１のノードＮ１に印加される。それにより、駆動ＴＦＴ（
ＤＴ）には、第１のノードＮ１と第２のノードＮ２との電位差｛（Ｖｄａｔａ－ＳＥＮ）
－Ｖｒｅｆ｝に相応するソース－ドレイン間電流Ｉｄｓが流れて安定化される。しかし、
初期化期間Ａ中に増幅器ＡＭＰは、引続きゲインバッファユニットで動作するので、出力
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端子の電位は、基準電圧Ｖｒｅｆに維持される。
【００５８】
　センシング及びサンプリング期間ＢでリセットスイッチＳＷ１のターンオフ（Ｔｕｒｎ
　ｏｆｆ）によって増幅器ＡＭＰは、電流積分器（ＣＩ）１２ａ１で動作して駆動ＴＦＴ
（ＤＴ）に流れるソース－ドレイン間電流Ｉｄｓを積分する。センシング及びサンプリン
グ期間Ｂは、第１のステートモードと第２のステートモードとに分けられることができる
。第１のステートモードは、センシング及びサンプリング期間Ｂの間、スワップスイッチ
Ｓ１、Ｓ２を制御して、第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値を含む第１の出力電圧が出力さ
れる期間として定義され、第２のステートモードは、センシング及びサンプリング期間Ｂ
の間、スワップスイッチＳ１、Ｓ２を制御して、第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値を含む
第２の出力電圧が出力される期間として定義される。
【００５９】
　図８及び図９の（ａ）に示すように、第１のステートモードのセンシング及びサンプリ
ング期間Ｂで第１１のスワップスイッチＳ１１を介して増幅器ＡＭＰの第１の外部入力端
子ＩＰ１１に流入する電流Ｉｄｓにより積分キャパシタＣｆｂの両端電位差は、センシン
グ時間が経過するほど、すなわち、蓄積される電流値が増加するほど大きくなる。ところ
が、増幅器ＡＭＰの特性上、第１の入力端子ＩＰ１及び第２の入力端子ＩＰ２は、仮想接
地（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｇｒｏｕｎｄ）を介してショートされて、互いの間の電位差が０に
なることが理想的であるが、０でない第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が生成される。こ
のとき、第１のオフセットＯｆｆｓｅｔ値は、正の値を有する。図９の（ｂ）に示された
ように、センシング及びサンプリング期間Ｂで第１の入力端子ＩＰ１の電位は、積分キャ
パシタＣｆｂの電位差増加に関係なく、基準電圧Ｖｒｅｆに第１のオフセットＯｆｆｓｅ
ｔ値を加えた第１の出力電圧に維持される。その代わりに、積分キャパシタＣｆｂの両端
電位差に対応して増幅器ＡＭＰの出力端子電位が低くなる。
【００６０】
　このような原理にてセンシング及びサンプリング期間Ｂでセンシングライン１４Ｂを介
して流入する電流Ｉｄｓは、積分キャパシタＣｆｂを介して電圧値である第１の出力電圧
に生成される。このとき、第１の出力電圧は、第１のオフセット値が加えられた積分値で
ある。電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の第１の出力電圧Ｖｏｕｔの下降傾きは、センシング
ライン１４Ｂを介して流入する電流量Ｉｄｓが大きいほど増加するので、積分値Ｖｓｅｎ
の大きさは、前記電流量Ｉｄｓが大きいほどむしろ小さくなる。センシング及びサンプリ
ング期間Ｂで第１のサンプルスイッチＱ１１は、第１のスワップスイッチＳ１に同期して
ターンオン（Ｔｕｒｎ　ｏｎ）され、第１のホールディングスイッチＱ２１は、ターンオ
フ（Ｔｕｒｎ　ｏｆｆ）される。これにより、第１の出力電圧は、第１のサンプルスイッ
チＱ１１を介して第１の平均キャパシタＣ１に保存される。
【００６１】
　図８及び図１０の（ａ）に示すように、第２のステートモードのセンシング及びサンプ
リング期間Ｂで第２１のスワップスイッチＳ２１を介して増幅器ＡＭＰの第２の外部入力
端子ＩＰ２１に流入する電流Ｉｄｓにより積分キャパシタＣｆｂの両端電位差は、センシ
ング時間が経過するほど、すなわち、蓄積される電流値が増加するほど小さくなる。とこ
ろが、増幅器ＡＭＰの特性上、第１の入力端子ＩＰ１及び第２の入力端子ＩＰ２は、仮想
接地（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｇｒｏｕｎｄ）を介してショートされて、互いの間の電位差が０
になることが理想的であるが、０でない第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値が生成される。
このとき、第２のオフセットＯｆｆｓｅｔ値は、負の値を有する。図１０の（ｂ）に示す
ように、センシング及びサンプリング期間Ｂで第１の入力端子ＩＰ１の電位は、積分キャ
パシタＣｆｂの電位差増加に関係なく、基準電圧Ｖｒｅｆに第２のオフセットＯｆｆｓｅ
ｔ値を加えた第２の出力電圧に維持される。その代わりに、積分キャパシタＣｆｂの両端
電位差に対応して増幅器ＡＭＰの出力端子電位が低くなる。
【００６２】
　このような原理にてセンシング及びサンプリング期間Ｂでセンシングライン１４Ｂを介
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して流入する電流Ｉｄｓは、積分キャパシタＣｆｂを介して電圧値である第２の出力電圧
に生成される。このとき、第２の出力電圧は、第２のオフセット値が加えられた積分値で
ある。電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の第２の出力電圧Ｖｏｕｔの下降傾きは、センシング
ライン１４Ｂを介して流入する電流量Ｉｄｓが大きいほど増加するので、積分値Ｖｓｅｎ
の大きさは、前記電流量Ｉｄｓが大きいほどむしろ小さくなる。センシング及びサンプリ
ング期間Ｂで第２のサンプルスイッチＱ１２は、第２のスワップスイッチＳ２に同期して
ターンオン（Ｔｕｒｎ　ｏｎ）され、第２のホールディングスイッチＱ２２は、ターンオ
フ（Ｔｕｒｎ　ｏｆｆ）される。これにより、第２の出力電圧は、第２のサンプルスイッ
チＱ１２を介して第２の平均キャパシタＣ２に保存される。
【００６３】
　センシング及びサンプリング期間Ｂで第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第４のサン
プルスイッチＱ１４のうち、１つのサンプルスイッチは、第１のスワップスイッチＳ１ま
たは第２のスワップスイッチＳ２に同期してターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）される。例え
ば、第１のスワップスイッチＳ１がターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）されれば、増幅器ＡＭ
Ｐの第１の入力端子ＩＰ１を介して印加された電流は、第１の外部入力端子ＩＰ１１と第
１の内部入力端子ＩＰ１２との間に形成された電流経路に供給され、第２の入力端子ＩＰ
２を介して印加された基準電圧は、第２の外部入力端子ＩＰ２１と第２の内部入力端子Ｉ
Ｐ２２との間に形成された基準電圧経路に供給される。これにより、電流は、第１の外部
入力端子ＩＰ１１と第１の内部入力端子ＩＰ１２とを介して増幅器ＡＭＰに供給され、基
準電圧は、第２の外部入力端子ＩＰ２１と第２の内部入力端子ＩＰ２２とを介して増幅器
ＡＭＰに供給される。第１の出力電圧（第１のオフセット値を含む）は、積分キャパシタ
Ｃｆｂと増幅器ＡＭＰの出力端子を介して出力され、出力された第１の出力電圧は、第１
のスワップスイッチＳ１に同期してターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）される第１のサンプル
スイッチＱ１１を介して第１の平均キャパシタＣ１に保存される。
【００６４】
　これとは異なり、第２のスワップスイッチＳ２がターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）されれ
ば、増幅器ＡＭＰの第１の入力端子ＩＰ１を介して印加された電流は、第１の外部入力端
子ＩＰ１１と第２の内部入力端子ＩＰ２２との間に形成された電流経路に供給され、第２
の入力端子ＩＰ２を介して印加された基準電圧は、第２の外部入力端子ＩＰ２１と第１の
内部入力端子ＩＰ１２との間に形成された基準電圧経路に供給される。これにより、電流
は、第１の外部入力端子ＩＰ１１と第２の内部入力端子ＩＰ２２とを介して増幅器ＡＭＰ
に供給され、基準電圧は、第２の外部入力端子ＩＰ２１と第１の内部入力端子ＩＰ１２と
を介して増幅器ＡＭＰに供給される。第２の出力電圧（第２のオフセット値を含む）は、
積分キャパシタＣｆｂと増幅器ＡＭＰの出力端子を介して出力され、出力された第２の出
力電圧は、第２のスワップスイッチＳ２に同期してターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）される
第２のサンプルスイッチＱ１２を介して第３の平均キャパシタＣ２に保存される。
【００６５】
　このように、第１のスワップスイッチＳ１と第２のスワップスイッチＳ２とが順次交互
にスイッチング動作すれば、第１の出力電圧と第２の出力電圧とが順次出力されて、第３
の平均キャパシタＣ３及び第４の平均キャパシタＣ４に順次保存される。
【００６６】
　このとき、第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第４のサンプルスイッチＱ１４は、順
次ターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）されることと説明したが、これに限定されるものではな
い。第１のサンプルスイッチＱ１１ないし第４のサンプルスイッチＱ１４は、順序に関係
なく、ランダムにターンオン（ｔｕｒｎ　ｏｎ）されることもできる。第１のサンプルス
イッチＱ１１ないし第４のサンプルスイッチＱ１４が動作する間には、第１のホールディ
ングスイッチＱ２１ないし第４のホールディングスイッチＱ２４は、オフ（ｏｆｆ）状態
を維持する。
【００６７】
　上述したように、第１の平均キャパシタＣ１ないし第４の平均キャパシタＣ４に第１の
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出力電圧（第１のオフセット値を含む）または第２の出力電圧（第２のオフセット値を含
む）が保存されれば、タイミングコントローラ１１の制御下に第１のサンプルスイッチＱ
１１ないし第４のサンプルスイッチＱ１４が共にターンオフ（Ｔｕｒｎ　ｏｆｆ）され、
第１のホールディングスイッチＱ２１ないし第４のホールディングスイッチＱ２４が同時
にターンオン（Ｔｕｒｎ　ｏｎ）される。
【００６８】
　第１のホールディングスイッチＱ２１ないし第４のホールディングスイッチＱ２４が同
時にターンオン（Ｔｕｒｎ　ｏｎ）されれば、平均キャパシタＣ１～Ｃｎは、単一出力チ
ャネルを介して同時に出力する。このように、単一出力チャネルを介して同時に出力され
ることにより、平均キャパシタＣ１～Ｃｎの各々に保存された第１の出力電圧または第２
の出力電圧が一定に平均化されて分配されることができる。これにより、平均キャパシタ
Ｃ１～Ｃｎに保存された第１の出力電圧または第２の出力電圧は平均化された出力電圧で
サンプリングされて出力されることができる。平均化された電圧でサンプリングされた出
力電圧は、ホールディングスイッチＱ２１～Ｑ２ｎと単一出力チャネルを介してＡＤＣに
入力される。
【００６９】
　平均化された電圧でサンプリングされた出力電圧は、ＡＤＣでデジタルセンシング値Ｓ
Ｄに変換された後、タイミングコントローラ１１に送信される。デジタルセンシング値Ｓ
Ｄは、タイミングコントローラ１１で駆動ＴＦＴのしきい電圧偏差ΔＶｔｈと移動度偏差
ΔＫとを導き出すのに使用される。タイミングコントローラ１１には、積分キャパシタＣ
ｆｂのキャパシタンス、基準電圧Ｖｒｅｆ、センシング値Ｔｓｅｎが予めデジタルコード
として保存されている。したがって、タイミングコントローラ１１は、サンプリングされ
た出力電圧に対するデジタルコードであるデジタルセンシング値ＳＤから駆動ＴＦＴ（Ｄ
Ｔ）に流れるソース－ドレイン間電流（Ｉｄｓ＝Ｃｆｂ＊ΔＶ／Δｔ、ここで、ΔＶ＝Ｖ
ｒｅｆ－Ｖｓｅｎ、Δｔ＝Ｔｓｅｎ）を計算できる。タイミングコントローラ１１は、駆
動ＴＦＴ（ＤＴ）に流れるソース－ドレイン間電流Ｉｄｓを補償アルゴリズムに適用して
偏差値（しきい電圧偏差ΔＶｔｈと移動度偏差ΔＫ）と偏差補償のための補償データ（Ｖ
ｔｈ＋ΔＶｔｈ、Ｋ＋ΔＫ）を導き出す。補償アルゴリズムは、ルックアップテーブルま
たは計算ロジックで実現されることができる。
【００７０】
　ＡＤＣ１２Ｃは、サンプリング部１２ｂから出力される平均化された電圧でサンプリン
グされた出力電圧をデジタル処理してオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差補正用デジタルセ
ンシング値を生成した後、タイミングコントローラ１１に送信する。タイミングコントロ
ーラ１１は、オフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差補正用デジタルセンシング値に基づいて電
流積分器（ＣＩ）１２ａ１間のオフセットＯｆｆｓｅｔ偏差を算出し、この算出された偏
差値を補償できる。
【００７１】
　待機期間Ｃは、センシング及びサンプリング期間Ｂが終了した後、初期化期間Ａが始ま
る前までの期間である。
【００７２】
　また、本発明の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１に含まれる積分キャパシタＣｆｂのキャパ
シタンスは、センシングラインに存在する寄生キャパシタのキャパシタンスに比べて数百
分の１の分だけ小さく、本発明の電流センシング方式は、センシング可能な積分値Ｖｓｅ
ｎの水準まで電流Ｉｄｓを引き込むのにかかる時間が従来の電圧センシング方式に比べて
画期的に短くなる。
【００７３】
　さらに、既存の電圧センシング方式では、しきい電圧センシングの際、駆動ＴＦＴのソ
ース電圧がサチュレーションされた後に、その電圧をセンシング電圧でサンプリングした
ので、センシング時間が非常に長くなったが、本発明の電流センシング方式では、しきい
電圧及び移動度センシングの際、電流センシングを介して短い時間内に駆動ＴＦＴのソー
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ス－ドレイン電流を積分し、その積分値をサンプリングでき、センシング時間を大きく短
縮することができる。
【００７４】
　また、本発明は、増幅器ＡＭＰに内蔵されたスワッピング部１２ａ２とサンプリング部
１２ｂとを介して電流積分器ＣＩのオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補償して、一定の
電圧でサンプリングされた出力電圧を出力することにより、さらに正確なセンシング値の
取得が可能である。
【００７５】
　このように、本発明の電流センシング方式は、従来の電圧センシング方式に比べて、低
電流センシングが可能でかつ高速センシングが可能であるという利点がある。低電流及び
高速センシングが可能なため、本発明の電流センシング方式は、センシング性能を向上す
るために、１ラインセンシングオンタイム内で、ピクセルの各々に対して複数回センシン
グすることも可能である。
【００７６】
　これまでは、本発明がアナログフィルタ方式で電流積分器ＣＩのオフセットＯｆｆｓｅ
ｔ値の偏差を補償して、一定の電圧でサンプリングされた出力電圧を出力することを説明
したが、これに限定されるものではなく、デジタルフィルタ方式でも可能である。
【００７７】
　デジタルフィルタ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｖｅｒａｇｅ　Ｆｉｌｔｅｒ）方式は、ＡＤＣ
から出力されるデジタルセンシング値の合計をｎ回の回数で除去して、デジタルセンシン
グ値の平均値を算出できる。デジタルフィルタを介して出力されるデジタルセンシング値
の平均値は、タイミングコントローラ１１に送信する。タイミングコントローラ１１は、
オフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差補正用デジタルセンシング値に基づいて電流積分器（Ｃ
Ｉ）１２ａ１間のオフセットＯｆｆｓｅｔ偏差を算出し、この算出された偏差値を補償で
きる。図１１は、本発明の複数の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の各々から出力されるオフ
セットＯｆｆｓｅｔ値を示す。図１２は、本発明の複数の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の
各々から出力されるオフセットＯｆｆｓｅｔ値が含まれた出力電圧が分布されることを示
す。
【００７８】
　図１１及び図１２に示すように、従来の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１を介して出力され
る出力電圧（オフセットＯｆｆｓｅｔ値を含む）は、最大出力電圧４０ｍＶから最小出力
電圧－４０ｍＶ内で繰り返し動作するので、最大出力電圧と最小出力電圧との間に８０ｍ
Ｖの差が発生する。このように、従来の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１から出力される出力
電圧の各々は、互いに異なるオフセットＯｆｆｓｅｔ値を有するので、実質的に同じ電流
がそれぞれの従来の電流積分器（ＣＩ）１２ａ１の入力端子に入力されても、出力端子を
介して出力される出力電圧は変わることができる。すなわち、出力電圧は、互いに異なる
増幅器ＡＭＰのオフセットＯｆｆｓｅｔ値によって広い散布を有することにより、誤差範
囲が大きくなる。
【００７９】
　しかし、本発明は、増幅器ＡＭＰに内蔵されたスワッピング部１２ａ２とサンプリング
部１２ｂとを介して電流積分器ＣＩのオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補償して、一定
の電圧でサンプリングされた出力電圧を出力することにより、最大出力電圧１０ｍＶから
最小出力電圧－１０ｍＶ内で繰り返し動作するので、最大出力電圧と最小出力電圧との間
に２０ｍＶの差が発生する。
【００８０】
　これにより、出力電圧は、補償された互いに異なる増幅器ＡＭＰのオフセットＯｆｆｓ
ｅｔ値によって狭い散布を有することにより、誤差範囲が小さくなる。したがって、本発
明は、増幅器ＡＭＰに内蔵されたスワッピング部１２ａ２とサンプリング部１２ｂとを介
して電流積分器ＣＩのオフセットＯｆｆｓｅｔ値の偏差を補償して、一定の電圧でサンプ
リングされた出力電圧を出力できる。その結果、従来より正確なセンシング値の取得が可
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能であることにより、正確なセンシング値でパネルを補償してセンシング及び補償の信頼
性を改善できる。
【００８１】
　以上で説明した内容を通じて、当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で
様々な変更及び修正が可能であることが分かるであろう。したがって、本発明の技術的範
囲は、明細書の詳細な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲
により定められなければならないであろう。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７ａ】

【図７ｂ】

【図８】
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摘要(译)

本发明的一个目的是大大提高传感和补偿的可靠性。 显示面板通过连接到第一输入端子的感测线和通过连接到第二输入端子的参考
电压线提供的参考电压接收从像素提供的电流。用于交换流过第一输入端子的电流路径的电流积分器和通过第二输入端子施加的参
考电压提供的参考电压路径，电流积分器的第一输出第一样品和用于对电压进行采样的支架，以及用于对第一输出电压之后的电流
积分器输出的第二输出电压进行采样的第二样品和支架，第一和第二输出电压从采样单元的单个输出通道接收的电压和采样单元的
数字采样同时通过单个输出通道输出采样到每个样本和支架的电压转换的值，模拟数字转换器，以输出后。 [选中图]图3
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